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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第３区分
【発行日】平成29年3月9日(2017.3.9)

【公開番号】特開2016-161151(P2016-161151A)
【公開日】平成28年9月5日(2016.9.5)
【年通号数】公開・登録公報2016-053
【出願番号】特願2015-37496(P2015-37496)
【国際特許分類】
   Ｆ２５Ｄ  23/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２５Ｄ   23/02     ３０４Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成29年1月31日(2017.1.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外箱と内箱とによって形成される断熱箱体と、前記断熱箱体に形成された貯蔵室を開閉
する、少なくとも、扉外板と扉内板及び前記扉外板と前記扉内板の上下端に設けられた上
面フレーム及び下面フレームから形成される空間に発泡断熱材を充填して構成される開閉
扉を備えた冷蔵庫において、
　前記扉外板の上下端面の少なくとも一方に奥行き方向に折り曲げられた折り曲げ部を設
け、前記上面フレーム或いは前記下面フレームの前記扉外板側の端面に前記折り曲げ部を
嵌め込む係合溝を形成すると共に、前記係合溝から前記扉外板の内側面に接触して前記扉
外板の中央側に延びる所定長さを有する封止部を前記扉外板の横方向に沿って形成したこ
とを特徴とする冷蔵庫。
【請求項２】
　請求項１に記載の冷蔵庫において、
　前記係合溝を備えた前記上面フレーム或いは前記下面フレームは前記係合溝を形成する
外側係合部と内側係合部を備え、前記封止部は前記内側係合部から前記扉外板の内側面に
接触して前記扉外板の中央側に延び、更に前記扉外板の横方向に沿って形成されているこ
とを特徴とする冷蔵庫。
【請求項３】
　請求項２に記載の冷蔵庫において、
　前記内側係合部は嵌合リブを有し、前記嵌合リブと前記外側係合部の間で前記扉外板の
前記折り曲げ部を嵌合していることを特徴とする冷蔵庫。
【請求項４】
　請求項２に記載の冷蔵庫において、
　前記上面フレーム或いは前記下面フレームの前記外側係合部の端面は、前記上面フレー
ム或いは前記下面フレームの前記内側係合部に形成した前記封止部の前記扉外板側の面よ
り奥行き側に位置していることを特徴とする冷蔵庫。
【請求項５】
　請求項２に記載の冷蔵庫において、
　前記扉外板には折り曲げて形成した側面部が設けられ、前記側面部の端面は前記係合溝
を備えた前記上面フレーム或いは前記下面フレームの側面に設けた係合部によって外側か
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ら覆われていることを特徴とする冷蔵庫。
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